
伊達な節電所キャンペーン＋ 
～せんだいＥ-Ａｃｔｉｏｎの取り組み～ 

仙台市 環境局 環境共生課 



２０１１．３．１１  東日本大震災 
• 震災の経験～エネルギー問題と直面 

    

 

 

 

• 環境負荷低減・地球温暖化への取り組み 

 

 

 

原発停止・ガス工場も被災… 

携帯電話の充電も 
ままならず… ガソリンを求めて長蛇の列… 

省エネ、節電、ごみ減量…環境にやさしいことはいろいろやっているけれど 

本当に、このままでいいいの？・・・未来の暮らしは大丈夫？ 
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Ｅ-Ａｃｔｉｏｎって、なに？ 

キーワードは３E  
 
 
 
 
 

 
 
・E-Action＝一人ひとりがエネルギーの 
 使い方を考え、できることから３Eについて   
 行動すること。 
・一人ひとりのE-Actionの積み重ね 
 …せんだいE-Action 



皆で、Ｅ-Ａｃｔｉｏｎを！ 
  せんだいＥ-Ａｃｔｉｏｎ実行委員会 

さまざまな立場の人が協働で３Eに実践的に取り組めるように、 
大学生有志、NPO法人、３E関連事業者、行政などで実行委員会を
設立。各団体や立場の特色を生かした各種イベント・企画を協働し
て実施！ 
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蓄電池の
仕組み 

仙台市、仙台商工
会議所、荒町商店
街、宮町商店街  

アイリスオーヤマ、 
日産サティオ宮城、 
北洲、コカ･コーラ､ 
ＦＭラジオ、阿部蒲鉾、
ローソン など  

環境会議所東北、シンプ
ル＆スローライフ、温暖
化対策推進協議会、みや
ぎ・環境とくらし・ネッ
トワーク、ＦＥＥＬＳｅ
ｎｄａｉ  

東北大、東北工業大、 
東北学院大、宮城教育大、
尚絅学院大、日本デザイ
ナー芸術学院 など  

うちエコ
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伝統の
食文化 

ＬＥＤ 
電球交換 

緑のカーテン 
ライトダウン 
打ち水 

太陽光でセ
グウェイを
動かそう！ 

28団体77委員（27.11月現在） 



  東日本大震災後 平成２３年６月始動   

      仙台市省エネ・節電運動２０１１ 
        市役所は、電力使用量▲１５％目標 
          市民（家庭、事業所）に節電を働きかけ 
 
●仙台市省エネ・節電運動２０１１実行委員会（仙台市・協賛企業等） 
●「奥州・仙台おもてなし集団 伊達武将隊」の「漆黒の政宗」を 
  市長が節電武将（奉行）に任命 
  古から伝わる節電術を推進 「ムダを斬る！」 
●展開 
  ①節電推進コーナーを伊達武将隊サイト内に開設 
  ②節電武将の節電チェック（公式サイトで公開） 
    「漆黒の政宗」が協賛企業等を節電チェック訪問      
  ③誰でも気軽に取り組める啓発イベント 
    緑のカーテン育成、打ち水イベント、学校の環境学習訪問 

実行委員会の母体は 



●仙台市、商工会議所、商店街、企業、NPO－メンバー増強 

   活動資金＝「市の負担金＋協賛金」 

●持続可能なライフスタイルを提唱する環境Webサイト－本格始動 

   一般人キャラ「境 環（さかい たまき）」がブログ発信・受け手目線 

    顔が見え・つながりを感じる「生きた」情報  

●新しく柔軟な市民参加型イベント 

   緑のカーテン伝道師 

    市役所を会場に、ライトダウンイベント 

    伝統的七夕ライトダウンと初コラボ 

●省エネ節電運動２０１２冬の巻 

   省エネ・節電鍋？－温故知新のエコ 

 省エネ・節電だけではない 
持続可能な暮らし方を・・・ 

仙台市省エネ・節電運動２０１２ に継続 



復興が進み、震災以前の生活に戻る。 

便利だけど、「あの経験」を忘れず、活かしたい。 

未来の暮らし方を、仙台市民みんなの問題に！ 

せんだいE-Action２０１３実行委員会の誕生 
 ●学生有志、事業者、NPO、行政など２１団体が終結 

 ●イベント運営・キャラクター費用、広告費は市が負担 

 ●協賛金なし！やる気・手弁当方式のフレキシブルな運営 

 

２０１３年度、せんだいE-Actionへ 

市民センターとコラボ 
総合学習で企業訪問 

http://www.tamaki3.jp/blog/wp-content/uploads/2013/11/20131120日本エコライフ訪問_26.jpg


    

楽しいから、参加。未来のために、継続！ 

奥州・仙台おもてなし集団 伊達武将隊 

４００年の昔から、未来の仙台のために蘇った推進キャラクター 
せんだいＥ-Ａｃｔｉｏｎ推進武将隊「いざ、共に３Ｅ実践じゃ！」 

中心部商店街で「共に打ち水じゃ！」 

伝統的七夕ライトダウン 

防災型太陽光発電システム学習会 



スマートハウス見学会 味噌づくりでウォームシェア ＥＶ給電＆セグウェイ試乗会 

エコ楽器作り 実行委員会ブーススタンプラリー ＬＥＤで省エネセミナー 

毘沙門天王祭＆打ち水 夏休み環境学習会 ライトダウン＆星空観望会 



●使われなかった電力＝新たな発電所建設と同じ意義 

●一人一人の節電を集め「見える化」 自助と共助 

●市民の節電力を集める架空の場所が「節電所」 

   仙台らしさ・・・「伊達な節電所キャンペーン」 

一過性のイベント⇒長期の啓発を 
伊達な節電所キャンペーンの誕生 

  節電所応援隊への任命状交付 

・賞品/企画→ 
  実行委員が提供 
・印刷費→市が負担 
・システム→ 
 たまきさんで実施 



２０１３、２０１４→そして２０１５ 
伊達な節電所キャンペーン＋（プラス） 

  家庭と事業所の「節電」と「創エネ（売電量）」投稿 

  節電所建設に寄与した印「節電／創エネのぼり」からHPリンク 



仙台市環境Ｗｅｂサイトたまきさん
http://www.tamaki3.jp/ 

環境という字を逆さに読むと…境環？さかい、たまき？ 
遊び心から生まれた謎のキャラ「たまきさん」がブログを書くサイト。 
「たまきさん」は、自分の目で見ること、体験することが好き。 

自然を楽しみ、いろんな人に会い、話すのが好き。 
肩肘張らず、エコのタネをコツコツまく人が「たまきさん」なのです。 

  「せんだいE-Action」情報はもちろん、環境ネタを幅広く扱います 

  「人間味を大事に」絶賛発信中！！ 



  ●Win-Winの関係   

    ・企業 自社PRとリサーチが可能 

    ・NPO 新規顧客獲得と団体PRが可能 

    ・行政 殻を破った柔軟な企画が可能 

    ・学生 勉強の実践と社会参加が可能 

  ●「足し算」ではなく「掛け算」 

  ●地域資源の再発見にも 

              VS 

  ●「フレキシブルな動き」≠「組織の固定化」  

  ●事務局の舵取りが重要 

     （実行委員間/たまきさん運営/統合と調整） 

  ●事業継続の難しさ 

     （成果は？/予算要求/社会の機運の変化） 

実行委員会のメリットと課題 


